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既存研究 仮説提唱 実証分析 まとめ



既存研究 仮説提唱 実証分析 まとめ

お金持ちとの
デートに

ふさわしい洋服
を着たい！

1

▲「スタイルに関する
自信」の低い消費者

デート用の洋服を買いに
高級ブランド店へ行った時…

高級に見える！
試着してみよう!

2

同じ洋服を着た
広告モデルを発見！

あの広告モデル
綺麗だし、
お金持ちっぽい！

3
高級感漂う女性
に見える！

試着してみると…4

試着した洋服に対して
高い評価をする！



▲魅力的な広告モデル ▲「スタイルに関する
自信」の低い消費者

「スタイルに関する自信」の低い消費者が、魅力的なモデルが
起用された広告を見て、モデルと同じ洋服を試着すると、
その洋服に対して低い評価をすると言われている！

Dahl, Argo, and Morales (2012) によると… 

既存研究 仮説提唱 実証分析 まとめ

試着



それでもなお、現実世界の多くの洋服小売店は
広告に魅力的なモデルを起用している！！

既存研究 仮説提唱 実証分析 まとめ



それでもなお、現実世界の多くの洋服小売店は
広告に魅力的なモデルを起用している！！

既存研究 仮説提唱 実証分析 まとめ

なぜ、
既存研究と現実世界との間に
ギャップがあるのだろうか？



本研究では、既存研究で無視されていた
ステータスを意識して洋服を着る場合に着目する！

現実世界

スタイルを
意識して

洋服を着る場合

既存研究

ステータスを
意識して

洋服を着る場合

本研究

既存研究 仮説提唱 実証分析 まとめ





▲消費者▲魅力的な他者

上方比較はネガティブな感情を引き起こすことがある！

はじめに 仮説提唱 実証分析 まとめ



▲消費者▲魅力的な広告モデル

試着

消費者は、魅力的な広告モデルと同じ洋服を試着したとき、
モデルと自分自身とを比べて、上方比較をすることがある！

はじめに 仮説提唱 実証分析 まとめ



試着 洋服に対する評価は
変わらない。

洋服に対して
低い評価をする。

◀「スタイルに関する
自信」の高い消費者

▲魅力的な
▲広告モデル

水平比較

「スタイルに関する自信」の低い消費者は、
魅力的な広告モデルが着用している洋服を試着し、

上方比較をすると、ネガティブな感情を引き起こす！
そして、その洋服に対して低い評価をする！

◀「スタイルに関する
自信」の低い消費者

試着

はじめに 仮説提唱 実証分析 まとめ



1

2

3

4

5

6

7

広告のみ / 試着のみ 広告＋試着

「スタイルに関する自信」の低い消費者
「スタイルに関する自信」の高い消費者

消費者の状況

他の点より低い

洋
服
に
対
す
る
評
価

はじめに 仮説提唱 実証分析 まとめ



試着

▲魅力的な広告モデル

「スタイルに関する自信」の低い消費者でも、
魅力的なモデルが起用された広告を見て、

そのモデルが着用している洋服を試着したときに、
洋服に対して高い評価をする場合がある。

▲「スタイルに関する
自信」の低い消費者

はじめに 仮説提唱 実証分析 まとめ



「スタイルに関する自信」の低い消費者が、
洋服に対して高い評価をする状況を特定する。

本研究

試着

▲「スタイルに関する
自信」の低い消費者

現実世界既存研究

▲「スタイルに関する
自信」の低い消費者

試着

はじめに 仮説提唱 実証分析 まとめ

▲魅力的な広告モデル
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Dahl, et al. (2012) の問題点

つまり…

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

Dahl, et al. (2012) は、
「スタイルに関する自信」にしか着目していない！

スタイルを意識して洋服を着る場合にしか
着目していない！



はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

▲消費者

自分によく似合っている
洋服を着る！

スタイルを意識して洋服を着る場合

（Dahl, et al., 2012）

お金持ちに見られたいから、
高級ブランドの洋服を着る！

（Richins, 1991）

自分を表現するために洋服を
着る！ （Piacentiti and Malier, 2004）

▲消費者

ステータスを意識して洋服を着る場合



洋服を着る際に考慮される「自信」

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

ステータスを意識して洋服を着る場合における、
洋服に対する評価について議論する！

本研究



▲消費者

お金持ちに見られたいから、
高級ブランドの洋服を着る！

（Richins, 1991）自分によく似合っている
洋服を着る！

▲消費者

スタイルを意識して洋服を着る場合 ステータスを意識して洋服を着る場合

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

自分を表現するために洋服を
着る！ （Piacentiti and Malier, 2004）

（Dahl, et al., 2012）



広告モデルと消費者との間の
魅力（スタイル）の違いが顕著に分かる！

▲魅力的な広告モデル ▲「スタイルに関する
自信」の低い消費者

魅力＝スタイルの良さ

スタイル良い

スタイルを意識して洋服を着る場合

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

スタイル悪い

試着



▲魅力的な広告モデル

◀「スタイルに関する
自信」の低い消費者

洋服に対する評価は
変わらない。

◀「スタイルに関する
自信」の高い消費者

「スタイルに関する自信」の低い消費者は、
魅力的な広告モデルを見て、上方比較すると、

その洋服に対して低い評価をする！

水平比較

洋服に対して
低い評価をする。

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

スタイルを意識して洋服を着る場合

試着

試着



▲消費者

お金持ちに見られたいから、
高級ブランドの洋服を着る！

（Richins, 1991）自分によく似合っている
洋服を着る！

▲消費者

スタイルを意識して洋服を着る場合 ステータスを意識して洋服を着る場合

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

自分を表現するために洋服を
着る！ （Piacentiti and Malier, 2004）

（Dahl, et al., 2012）



▲魅力的な広告モデル ▲「ステータスに関する
自信」の低い消費者

魅力＝ステータスの高さ

ステータス高い ステータス低い

ステータスを意識して洋服を着る場合

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ



広告モデルと消費者の間の
魅力（ステータス）の違いが顕著ではない！

▲魅力的な広告モデル ▲「ステータスに関する
自信」の低い消費者

ステータス高い

試着

ステータス低いステータス高い

ステータスを意識して洋服を着る場合

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

魅力＝ステータスの高さ



◀「ステータスに関する
自信」の低い消費者

水平比較
洋服に対する評価は

変わらない。

洋服に対して
高い評価をする。

◀「ステータスに関する
自信」の高い消費者

「ステータスに関する自信」の低い消費者は、
魅力的な広告モデルを見て、上方比較すると、

その洋服に対して高い評価をする！

▲魅力的な広告モデル

試着

試着

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

ステータスを意識して洋服を着る場合
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6

7

広告のみ / 試着のみ 広告＋試着

洋
服
に
対
す
る
評
価

「ステータスに関する自信」の低い消費者

「ステータスに関する自信」の高い消費者

消費者の状況

1

2

3

4

5

6

7

広告のみ / 試着のみ 広告＋試着

洋
服
に
対
す
る
評
価

「スタイルに関する自信」の低い消費者

「スタイルに関する自信」の高い消費者

消費者の状況

スタイルを意識して洋服を着る場合

既存研究

他の点より高い

他の点より低い

本研究
ステータスを意識して洋服を着る場合

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

（P.23） （P.27）



「ステータスに関する自信」の低い消費者は、
「ステータスに関する自信」の高い消費者に
比べて、「スタイルに関する自信」の高低に
かかわらず、ステータスを意識して
魅力的な広告モデルと同じ洋服を着る時、
その洋服に対して高い評価をする。

はじめに 既存研究 実証分析 まとめ

仮説





被験者
120名の女子大学生

手続き
ステータスの高い人とデートをするための洋服を買うために、
洋服店で、広告を見たり、試着をしたりする場面を想像してもらい、
調査票の質問に回答してもらった。

分析手法
重回帰分析および単純傾斜分析
●従属変数：
洋服に対する評価

●独立変数：
消費者が消費する状況のダミー変数（広告のみ、試着のみ）

●調整変数：
スタイルに関する自信、ステータスに関する自信

はじめに 既存研究 仮説提唱 まとめ



仮説は支持された！

ダミー変数の主効果
「ステータスに関する自信」
低い→ b = －1.38, p < 0.01

「ステータスに関する自信」
高い→ b = 0.27, p > 0.10

単純傾斜分析

4.23

5.23

4.11 3.93

1

2

3

4

5

6

7

広告のみ 広告＋試着

「ステータスに関する自信」の低い消費者

「ステータスに関する自信」の高い消費者

消費者の状況

ダミー変数（広告のみ）を用いた
洋服に対する評価の回帰線洋

服
に
対
す
る
評
価

はじめに 既存研究 仮説提唱 まとめ

重回帰分析 交互効果（ダミー変数（広告のみ）× 「ステータスに関する自信」）
b = －0.56, p < 0.05



仮説は支持された！

ダミー変数の主効果
「ステータスに関する自信」
低い→ b = －1.04, p < 0.01

「ステータスに関する自信」
高い→ b = －0.16, p > 0.10

単純傾斜分析

4.14

5.23

4.11 3.93

1

2

3

4

5

6

7

試着のみ 広告＋試着

「ステータスに関する自信」の低い消費者

「ステータスに関する自信」の高い消費者

消費者の状況

ダミー変数（試着のみ）を用いた
洋服に対する評価の回帰線洋

服
に
対
す
る
評
価

はじめに 既存研究 仮説提唱 まとめ

交互効果（ダミー変数（試着のみ）× 「ステータスに関する自信」）
b = －0.60, p < 0.05

重回帰分析





ステータスを意識して洋服を着る消費者は、
「スタイルに関する自信」が低い場合でも、
「ステータスに関する自信」が低い場合なら、
魅力的な広告モデルと同じ洋服を試着して上方比較すると、
洋服に対して高い評価をする。

本研究の結果では…

消費者は、「スタイルに関する自信」が低い場合は、
魅力的な広告モデルと同じ洋服を試着して上方比較すると、
その洋服に対して低い評価をする。

Dahl, et al. (2012) 

Dahl, et al. (2012)では、
スタイルを意識して洋服を着る消費者のみを対象としており、
ステータスを意識して洋服を着る消費者を考慮していなかった。

はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析



▲スタイルを意識して
洋服を着ている消費者

◀「スタイルに関する
自信」の高い消費者

◀「スタイルに関する
自信」の低い消費者

◀「ステータスに関する
自信」の高い消費者

◀「ステータスに関する
自信」の低い消費者

店内責任者は、消費者がスタイルとステータスのどちらを意識して洋服を着るか、
またそれらに関する「自信」の高低を判断した上で、使用する広告を選択すべき！

▲消費者

▲ステータスを意識して
洋服を着ている消費者

はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析

スタイル

ステータス



「スタイルに関する自信」が低い消費者の場合

水平比較

「スタイルに関する自信」が高い消費者の場合

スタイルを
意識して

洋服を着ている

はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析

・・・

スタイルを意識して洋服を着る消費者が
集まるような店においては、
魅力的なモデルが起用された広告を店内に置くべきではない！

試着

試着



はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析

スタイルを意識して洋服を買う消費者が集まる店においては…

「スタイルに関する自信」の低い消費者に、
洋服に対して低い評価をさせないように、魅力的なモデルが
起用された広告を、店内に置くべきではない！



「ステータスに関する自信」が低い消費者の場合

水平比較

「ステータスに関する自信」が高い消費者の場合

ステータスを
意識して

洋服を着ている

はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析

・・・

ステータスを意識して洋服を着る消費者が集まるような店
（高級ブランド店）においては、
魅力的なモデルが起用された広告を置くべきである！

試着

試着



はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析

ステータスを意識して洋服を買う消費者が集まる店においては…

「ステータスに関する自信」の低い消費者に、
洋服に対して高い評価をさせるため、
魅力的なモデルが起用された広告を店内に置くべき！



はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析

ステータスを意識して洋服を買う消費者が集まる店においては…

店内に置くべき！

「ステータスに関する自信」の低い消費者に、
洋服に対して高い評価をさせるため、
魅力的なモデルが起用された広告を店内に置くべき！



 データを集める際、実際の小売環境で実験を行わなかった。

 「スタイルに関する自信」や「ステータスに関する自信」以
外にも別の「自信」がある。将来的に、本研究が焦点を合
わせなかった「自信」も考慮して実験を行うべきである。

 店内には消費者が試着しようとしている洋服と同じ洋服を
着ている販売員など、広告モデル以外にも魅力的な人物が
いる。将来的に、そのような人物も考慮して実験を行うあ
べきである。

今後の課題

限界

はじめに 既存研究 仮説提唱 実証分析



ご清聴ありがとうございました！





広告を見て、
試着をした場合

店内でコートを見て、試着をしようと
思った。試着室に向かう途中、
そのコートと同じものを着ている
魅力的な広告モデルを見た。

広告のみを見た場合
店内を歩き回っていたら、魅力的な
広告モデルがコートを着ているのを
見た。そのモデルは、容姿が整って
おり、お金持ちそうに見えた。

試着のみをした場合 店内でそのコートを試着した。

被験者の状況設定



広告 洋服



構成概念 測定尺度（因子負荷量） α CR

スタイル

に対する
自信

X1 :私は、自分の体形に満足している。(0.39)

0.71 0.72

X22:私は、他人から尊敬され、称賛されていると感じる。(0.67)
X3 :私は、自分の体重に満足していない。 (R) (0.19)
X4 :私は、自分に自信があると感じる。(0.79)
X5 :私は、自分の外見を気に入っている。(0.66)
X6 :私は、自分のことを魅力的でないと感じる。 (R) (0.50)

ステータス
に対する
自信

X7 :私は、人々にお金持ちだと思われている。(0.47)

0.72 0.73
X82:私は、他人に金銭面で劣等感を抱いている。 (R) (0.05)
X9 :私は、とてもお金持ちなのでステータスに自信がある。(0.87)
X10:私は、他人が羨むほど、お金を持っている。(0.90)

X11:私は、自分がお金を持っていることに満足している。(0.54)

洋服
に対する
評価

X12:私は、試着したコートをいいと思う。(0.81)

0.92 0.92
X13:私は、試着したコートをポジティブに評価する。(0.78)
X14:私は、試着したコートを欲しいと思う。(0.83)
X15:私は、試着したコートに好意的な印象を抱く。(0.87)
X16:私は、試着したコートが好きである。(0.90)

※(R)＝反転項目
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